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要求文に用いられる心態詞nur

岩 崎 英 ニ 郎

要求文に用いられる心態詞としては、さしずめd o c hと j a と n u rがその 

御ニ家と言っていいたろう。まずはそれらの実例を若干。ただし doch ja, 

doch nur, nur j a ,さらにはdoch nur j a など、要求文に使われるこれら心態詞 

の1■弁用については、本論文では省くことにするり。

( 1 ) haben Sie doch die Giite, mir den Aschylus zu senden, mich verlangt 

wieder sehr nach einer griechisch-tragischen Unterhaltung.

(Friedrich von Schiller, Brief an Goethe, 14.6.1799)

アイシュキュロスの本をどうか私に送っていただけませんか。ギリシ 

ヤ悲劇を読む楽しみをぜひまた味わいたくなりましたので。

(フリードリヒ，フォン，シラー、1799年 6 月 1 4日付ゲーテ宛の言簡）

(2) "Czako, wenn Sie doch blo6 das Necken lassen k5nnten!"

,,Ach, sagen Sie doch so was nicht, Rex; Sie lieben mich ja bloB um meiner 

Neckereien willen."

(Theodor Fontane, Der Stechlin, 2.Kapitel)

「チヤコ、人をからかうのはやめてくれないかなあ」

「おや、そんなこと言ってはいけませんよ、 レックス。私がからかう 

からこそ、あなたは私のことが好きなんじゃありませんか」

(テオドール，フォン夕ーネ、シュr ヒリ‘ ン、第 2 享）

, . ' .， •

(3) Wie gliicklich war sie aber, wenn es in Kens Gegenwart geschah, daB eine
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der Frauen zu ihr sagte:

"Liebste, Sie sind erstaunlich! Wie entziickend Sie aussehen heute abend! Sie 

stechen die Zwanzigjahrigen aus. Sagen Sie dock, welchen Jungbrunnen 

haben Sie ausfindig gemacht?

(Thomas Mann, Die Betrogene)

「ねえあなた、ほんとうにびっくりするわ。今寂のあなた、なんて魅 

力的なんでしょう。二十台の女だって、とてもあなたにはかなわない 

わ。教えてくださらない、どんな若返りの泉をお見つけになったの？」 

と女たちの一人がケンのいる前で彼女に言ったとき、彼女は天にも昇 

る心地だった。

( トーマス. マン、欺かれた女）

(4) Treten Sie ja  von Ihrem guten Vorsatz nicht zuriick, Ihre Reise wird Ihnen 

gewiB wohl bekommen.

(Goethe, Brief an Friedrich von Schiller, 5.9.1798)

あなたのすぱらしい御計画からけっして後退なさらないように。御旅 

行はあなたにきっとよい結果をもたらすことでしょうから。

(ゲーテ、1798年 9 月 5 日付フリ一ドリヒ，フォン，シラー宛の* 簡）

(5) Das ist unerhort! Auf der Stelle verlassen Sie mein Haus! Sie betreten mir 

nicht mehr meine Schwelle! Und probieren S ie ja  nicht noch einmal, hier her- 

umzuspionieren!

(Kurt Tucholsky, SchloB Gripsholm, 4.Kapitd)

とんでもない話です。いますぐ私の家から立ち去ってください。 もう 

二度とこの敷居をまたいではいけません。そしてこのあたりをうろう 

ろ嗅ぎ回ろうなどとしては、 もう絶対にいけませんよ。

(クルト，トゥホルスキー、グリップスホルム館、第 4 享）

(6) Ich war d f  Jahre alt, und es war der Beginn der Sommerferien. Meine 

Mutter brachte mich zum Bahnhof, weil ich zu meinem Onkel Hans in den 

Westerwald fuhr. Das passte ihr gar nicht, und sie norgelte die ganze Zeit
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要求文に用いられる心態詞nur 

herum: ,,Ausgerechnet. Ausgerechnet zu Onkel Hans", sagte sie. „Sonst noch 

was." (,Sonst noch was' war ihr Lieblingssatz) „Diese Wirtschaft kann ich 

mir schon vorstellen. Wasch dir ja  den Hals. Und die Fiifie." ,,Jaja", sagte ich 

und versuchte, sie nicht merken zu lassen, wie sehr ich mich auf diese Reise 

freute.[…]

(Elke Heidenreich, Sonst noch was) 

私 が 1 1歳、夏休みが始まってすぐのことだった。母が私を駅まで送 

ってくれた。私がハンス伯父さんを訪ねてヴエス夕一ヴァルトへ行く 

からだった。母にはそのことがおよそ気に入らず、その間ずっとあれ 

これ文句の言*いどおしだった。「よりにもよってね。よりにもよって 

ハンス伯父さんのところへ行くなんて」 と母は言った。「ほかに何か 

あるのかい」 （ほかに何か、というのが母のお気に入りの表現だった） 

r あそこのひどい無秩序ぶり、 こは想像がつくよ。おまえ、首をち 

ゃんと洗うんだよ。そして足もね」 r分かったわ、分かったわ」 と私 

は言い、自分がこの旅をどんなに楽しみにしているかを母に感づかれ 

まいと努めた。

(エルケ，ハイデンライヒ、ほかに何か)

(7)

Sibylle: Wir begleiten dich zuerst ins Bett.

Claudine: LaB’s nur, Ich bin ja hier gleich neben an. Und muB mich noch erst 

erholen.

Sibylle und Camille: Gute Nacht denn.

Claudine: Gute Nacht. Sibylle und Camille ab. [...]

(Goethe, Claudine von Villa Bella, Zimmer im Schlosse)

ズィビレ私たち力《先にあなたを寝室まで送っていくわ。

クラウディーネいいわよ。このすぐ隣りだから。それにその前にち 

ょっと一息つきたくもあるし。

ズィビレと力ミレそれじゃあお休みなさい。

クラウディーネお休みなさい。（ズィビレと力ミレ退場） […]

(ゲーテ、ヴイラ . ペラのクラウデイーネ、館の一室）

4 3



(8) "Sieh nur das schone blaue Kleid! Was es fur einen Seidenglanz hat und 

kostet doch nur zwanzig Thaler. Soil ich es dir kaufen, Clara? Es miiBte dir 

gut stehen."

(Paul Heyse, Zwei Gefangene)

「あのすてきなプル一のワンピースを見てごらん。あの緒の光沢とき 

たら、おまけにたったの2 0 夕一ラーだよ。おまえに買ってあげよう 

力\ クラーラ？ きっとよく似合うよ」

(パウル，ハイゼ、二人の囚人）

(9) "Himmeldonnerwetter", hab ich gesagt, "ist das Biest schon wieder da?" 

- „Red doch nicht so grob", hat die Mutter gesagt, "das ist eine herrenlose 

Katze, und wer weiB, wie lange sie nichts mehr gefressen hat. Schau nur, wie 

mager sie ist."

(Luise Rinser, Die rote Katze)

「なんてこった」 とぱくはH った、「こん畜生、もうまた来てやがるの 

か ？」「そんな乱暴なロをきくもんじやないよ」 と母は言った、「これ 

は野良猫だよ。もうどれだけ長いこと食べ物を口にしていない力、、分 

かったもんじやない。ごらんよ、こんなにひどく瘦せちまって」

(ルイーゼ，リンザ一 、 赤猫）

これら三つの心態詞は、上の例文にも見られるとおり、 1 8 世紀から現 

代まで変わることなく要求文に使われている力ぐ、これらと並んで、n u rの 

ほぼ完全な同義語とも言うべきb lo 6 もまた、心態詞としてしぱしぱ要求 

文に用いらる。ただしbloUのほうは、次に示す用例にも見られるとおり、 

くだけた口語調で使われることが多く、また私の知るかぎり、時代的にも 

1 9世紀になってからようやく広く使われ出したようである。

(10)

D irektor Hassenreuter: [...]  V ielleicht konnen wir uns des Kindchens 

annehmen.
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Ouaquaro: Lassen Seda blofi deFinger von!

Direktor Hassenreuter: Warum?

(Gerhart Hauptmann, Die Ratten, 5.Akt)

舞台監督ハッセンロイ夕一[…]場合によったら私たちがこの子の面 

倒を見ても。

クヴァクヴァロそれはぜひおやめになったほうカシ 

舞台監督ハッセンロイ夕一なぜかね？

(ゲルハルト，ハウプトマン、鼠たち、第 5 幕）

ここで blofi の出て くる Quaquaro の台詞 Lassen Se da bloB de Finger von! 

を分かりやすいドイツ語に言き直せば、Lassen Sie bloB die Finger davon!で

ある。

(11) In diesem Augenblick mischte sich aber Ulrich ungliicklicherweise in 

das Gesprach und fragte Hans’ mit ein wenig Bosheit gegen Fischel,ob er 

denn in gar keiner Weise an einen Fortschritt glaube?

"Fortschritt?!" antwortete Hans Sepp von oben. „Vergleichen Sie blofi, was 

fiir Menschen vor hundert Jahren dagewesen sind, ehe es zum Fortschritt 

kam: Beethoven! Goethe! Napoleon! Hebbel!"

(Robert Musil, Mann ohne Eigenschaften, l.Buch, 2.Teil, l()2.Kapitd)

この瞬間、不幸にもウルリヒが話に割り込み、フイッシェルへのいさ 

さかの悪意を籠めてハンスに尋ねた。あなたは進歩というものを全熟 

信じていないのですかと。

「進歩ですって？」 とハンス，ゼップは見下すように答えた。「比較 

してごらんなさいよ、進歩なんて言葉が生まれる以前に、いまから百 

年前どんな人たちが生きていたかを。ペート一ヴェン！ ゲーテ！ 

ナポレオン！ へッペル！」

(ローペルト• ムーズイル、性格のない男、第 1 巻、第 2 部、第 102享）

(12) Man soil nie liigen. Oder nur wenn es nicht anders geht. Die Welt will

要求文に用いられる心態詞nur
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betrogen sein, mein Junge. Anderenfalls hatten wir nicht den Krieg und auch 

nicht die Zeit nach dem Krieg uberlebt. Aber sag das blofi nicht deinem 

Vater, du weiBt, er ist fast ein Heiliger.

(Christoph Hein, Von allem Anfang an,

Die schlummemde Venus und die Hausordnung) 

ロ虚は絶对についてはいけないよ。 という力\そうせざるを得ない場合 

以外にはね。この世の中、うそも方便なんだよ、おまえ。そうでもし 

なきゃ私たち、この戦争も、また戦後の時代も、生き延びてはこられ 

なかっただろうよ。でもねえ、こんなこと、お父さんには絶対に言っ 

てはいけないよ。知ってるよね、お父さんは聖人みたいなお人なんだ 

からね。

( クリストーフ • ハイン、初めの初めから、まどろむヴィーナスと館内規則）

同じ要求文に用いられる心態詞であるとはいえ、doch, ja, n u rにはそれ 

ぞれ微妙な違いがある力S'、それらについての正しい語感を身につけること 

は、 ドイツ語を母語とせぬ私たちにとっては、けっして容易なことではな 

い。ただここで一つだけはっきり言えることは、d o c h とj a が難しいなり 

にそれでもまだ比較的理解しやすいのに反して、n u rだけがとりわけ難物 

だということである。その理由は、n u rにかぎっては、それが用いられる 

文脈に応じて、いくつかの異なるシグナルの役割を果たす傾向があるから 

である。具体例を挙げてみよう。まず次の二つの用例を見ていただきた

レ、0

(13) [...] Aber der Onkel war so streng zu mir und sagte immer, wenn er 

mich sah; "Warte nur, du Lausbub, ich krieg dich schon noch."

(Ludwig Thoma, Lausbubengeschichten, Onkel Franz)

[ …] でも伯父さんはぼくに対してとても厳格で、ぼくの顔を見るた 

び に r いまに見ておれ、この腕白坊主め、そのうちかならずとっちめ 

てやるからな」 と言った。

( ルートヴイヒ，トーマ、悪童物語、フランツ伯父さん）
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要求文に用いられる心態詞nur

(14) Am FuBe des markischen Roland kauerte ein Mann, fuchtelte mit dem 

Revolver und brUllte : "Warte nur, du Schwein!" Und dann schoB er wieder 

uber die StraBe weg auf einen unsichtbaren Gegner. Eine Lateme zerbrach. 

Glas klirrte aufs Pflaster. [...]

(Erich Kastner, Fabian, Die Geschichte eines Moralisten, 6.Kapitel) 

ブランデンブルク辺境伯ローラントの石像の足元に一*人の男がしゃが 

み込み、享錢を振り回しながら r待っていろよ、この膝野郎めが」 と 

わめいていた。それから彼は、ふたたび道路越しに姿の見えない敵に 

むかって享鏡を発射した。南灯が割れ、ガラスの破片が舗道に飛び散 

った。 [ …]

(エーリヒ，ケストナー、ファビアン、ある道徳主義者の物語、第 6 享）

Warte nur, du L au sb u b ...と Warte nur, du S chw ein !に共通しているのは、 

この心態詞n u rが、話し手かち聞き手に対する早なる要求の気持の強さを 

示すだけではなく、それと同0#に、上の訳文からも察せられるように、 

r いまに見ていろ」「そのうちにひどい目に会わせてやるからな」 という話 

し手からの脅しや威嚇のシグナルの働きをも兼ねていることである。因み 

に Warte n u r . . .といえば、あの有名なゲーチの晚年の詩Wandrers Nachtlied 

(旅びとの夜の歌）を思い出す人も多いだろう。

(15)

Uber alien Gipfeln 

1st Ruh,

In alien Wipfeln 

Spiirst du

Kaum einen Hauch;

Die Vogelein schweigen im Walde. 

Warte nur, balde 

Ruhest du auch.

山々は

静かに暮れて 

ネ末には 

風もそよがず 

夕鳥の声 

木立に絶えぬ 

待てしばし 

汝 ち ま た憩わん

(山ロ四郎訳 )
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同じWarte nur,...であっても、前後の文脈によっていかに異なったニュ 

アンスをもち得るかを実感していただけたことと思う。これこそ心態詞 

n u rの効用の一つであり、前述のごとく d o c hや j a には見られないn u rの難 

しさでもある。

次に掲げる（1 6 )から（1 9 )までは、いずれも（13) ( 1 4 )と類似の文脈をもつ 

用例である。 しかしそれらをじっくり読んでいただければお分かりのよう 

に、そこに使われている心態詞n u rの役割は、脅しのシグナルというより 

は、「やるならやってみろ」 r構うものか」 rへっちゃらさ」など、むしろ 

話者がじっくり腰を据えている、あるいはむしろ開き直っていることを相 

手に示すシグナルだと言ってもいいだろう。

(16) „Wenn wir sitzenbleiben, kommt er und fordert mich auf. Und dann laBt 

er mich nicht wieder weg. Und wenn wir tanzen, gibt er nicht eher Ruhe, bis 

er uns anrempelt. Und dann ist der Teufel los."

,,Er soil es nur versuchen."

"Reden Sie doch keinen Unsinn! Ihr Manner immer mit euerm lacherlichen 

Heldentum! Lacherlich! [...]"

(Manfred Hausmann, Was mir nicht angehort, Ninive)

「ここに私たちが坐っていれば、あの人が来て、私にダンスを申し込 

むわ。そうなればあの人、もう私を離してはくれないわ。それにもし 

私たちが踊ったりすれば、あの人ほっておかないで、かならず私たち 

にいちゃもんをつけるわ。そうなれぱとんでもないことになるかも 

ね」

「あいつ、やれるものならやってみろってんだよ」 

r そんなぱかなこと言わないで。あんたたち男って、いつもかならず 

滑稽な英雄気取りなんだから。滑稽よ」

- (マンフレート，ハウスマン、私とは違う世界、ニネヴエ）

(17) Anton Bruyks Frau hauchte auf die Scheibe, wischte sie blank und 

stierte heraus. "Es kommen noch immer welche", sagte sie nach riickwarts.-  

„Na,laB sie nur kommen", sagte Bruyk.



要求文に用いられる心態詞nur

(Anna Seghers, Aufstand der Fischer von St.Barbara, 2.Kapitel)

アントン . ブレークの參は窓、ガラスに息を吐きかけ、きれいに拭って 

から、目を凝らして戸外を眺めた。「相変わらず何人かやってくるよ」 

と後ろを振り返ってH った。「いいさ、来させときゃ」 とプレークが 

言った。

( アンナ • セーガース、聖パルパラの漁民一撥、第 2 享）

(18) Er sagte immer: „H offenthch gibts keinen Krieg m ehr!" Unsinn! 

Hoffentlich gibts bald einen! Kriege wirds immer geben, mein Vater ist ein 

leibhaftiger Pazifist und wenn er nicht mein Vater war, dann halt icn ihn 

schon ein paar Mai angezeigt, weil er gar so schimpft Uber die Generale. Ich 

habs ihm auch mal gesagt, daB ich ihn anzeigen werd, aber da ist er sehr bos 

geworden. "Zeig mich nur an!" schrie er. "Was redest denn du ubern Krieg?! 

Du kannst dich doch an den Weltkrieg gar nicht erinnera!"

(Odon von Horvat, Ein Kind unserer Zeit, Der Vater aller Dinge) 

あいついつも「もう二度と戟争なんて起こらなけれぱいいが」なんて 

H ってたよ。ばかげた話さ。はやく戦争が起こらないかなあ。戦争な 

んてこれからもいつだってあるさ。おれの親父は根っからの平和主義 

者でね、親父でさえなければ、とっくにもう何度も告発してたところ 

さ。，将軍たちの悪口ぱっかり§ うんでね。おれ一'度あいつに、告発す 

るぞって言ってやったことがあるんだ。そうしたらひどく怒りやがっ 

てね、「告発したけりゃするがいいさ」って悠鳴りやがったよ。「なん 

でおまえなんかに戦争について語る資格があるんだよ。世界大戦のこ 

となんか、ぜんぜん記憶にも残っていないくせに」ってね。

(エデン . フォン • ホルヴァート、現代の子， あらゆる享物の父）

(19) Judejahn fiirchtete sich nicht, der Welt die Stirn zu bieten. Was wollte 

die Welt von ihm? Sie sollte nur kommen, sie sollte nur kommen in all ihrer 

Schlappheit, in all ihrer Kauflichkeit, mit all ihren schmutzigen, mit all ihren 

raubtierhaften Geliisten, verborgen unter der Maske des Biedermanns. Die 

Welt sollte froh sein, wenn sie Kerle wie er von seiner Art hatte.
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(Wolfgang Koeppen, Der Tod in Rom, l.TeU)

ユーデヤーンは世間に刃向かうことを恐れていなかった。世間なんて、 

このおれに何を要求することがあるんだ？ 真面目人間の仮面の下に 

隠れて、たるみにたるみ、金の力でどうにでもなり、汚れきった、猛 

獣のような欲望に駆られた世聞なんて、来るなら来い、来るなら来て 

みろ。おれたちのような男がいることを、世間は喜ぶべきなのだ。

(ヴォルフガング. ケッペン、ロ一マに死す、第 1部）

ところで本稿でとくに問題にしたいのは、実はこれとはまったく別の文 

脈をもつ要求文に使われるn u rである。まずは次の用例を御覧いただきた

(20)

Anatol: Gnadige Frau, gnadige Frau,..!

Gabriele: W ie?... Ah, Sie sinds!

Anatol: Ja!... Ich verfolge Sie! 一  Ich kann das nicht mit ansehen, wie Sie all 

diese Dinge schleppen! 一  Geben Sie mir doch Ihre Pakete!

Gabriele: Nein, nein, ich danke! 一  Ich trage das schon selber!

Anatol: Aber ich bitte Sie, gnadige Frau, machen Sie mirs doch nicht gar so 

schwer, wenn ich einmal galant sein w ill-

Gabriele: Na 一  das eine da...

ANATOL: Aber das ist ja  gar nichts... Geben Sie nur.,. So... das... und 

das...

GABRIELE: Genug, genug 一 Sie sind zu liebenswurdig!

(Arthur Schnitzler, Anatol, Weihnachtseinkaufe)
アナトール奥さん、奥さん……。

ガブリエーレ何でございます。……あら、あなたでしたの。

アナトールそうですよ。  今あとをつけて来たんです。 奥さ

んがそんな風に、いろんな物を持っておいでのところを、見てはい 

られませんからね。一さあ、その包みを僕にいただきましよう。

ガブリエーレいえ、よろしいんですの。—— わたくし、自分で持て
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ますから。

アナトールでも、いいじゃありませんか。僕が勝手に持ちたがって

いるんですから、そうむつかしくおっしゃらなくたって。------

ガプリエ ー レ で は —— こちらのほうを一 つ だけ……

アナトールでも、こればかりでは…… さあ、それもよこして下さい

 そう  それから、それも........

ガブリエーレいえ、もう結構ですわ—— ほんとに御親切ですこと。

(アルトゥール，シュニッツラー、アナトール、クリスマスの買物、番匠谷英ー訳）

ここに掲げたのは、1 9世紀から2 0 世紀にかけて活躍したオーストリア 

の作家シュニッツラーの出世作『アナトール』からの一節である力S'、たま 

たまここにはnur (Geben Sie n u r ,,,)のほかに、心態詞 doch (Geben Sie mir 

doch Ihre Pakete! / . . .  machen Sie mirs doch nicht gar so schw er,.")も登場する 

ので、両者を比較しながら、ここに登場するアナトールのガブリエーレに 

対する要求の気持が、d o c hとn u rによっていかに微妙に異なるかを検討し 

てみたいと思う。因みに、ここに掲げた番E 谷英ー訳は、忠実な逐語訳と 

はほど遠いが、同氏が d o c hや n u rについてどれだけ正確な語感をもって 

おられたかは別として、原文の味を巧みに読者ないし聴衆に伝えるなかな 

かの名訳であると思う。例えぱ上記の ... machen Sie mirs doch nicht gar so 

schw er,...のくたりを「そうむつかしくおっしゃらなくたって」 とさらりと 

かわすあたりは実に見事と言うほかはない。

ところでここに使われている二つのd o c hである力[ Geben Sie mir doch 

Ihre P ake te !の場合も、 …machen Sie mirs doch nicht gar so schwer, wenn ich 

einmal galant sein w ill一 の場合も、アナトールの意図がどのようなもので 

あるにせよ、何とかしてガブリエーレの抱えている荷物を自分に持たせて 

もらいたいというアナトールの切なる願いがこのd o c hに籠められている 

ことは言うまでもないだろう。この d o c hは、 ドイツ語を母語としない私 

たちにとゥても比較的理解しやすい心態詞である。それでは Geben Sie 

m /r...に見られる n u rのほうはどうであろう力、。なぜアナトールはGeben 

S ieゴoc/z...と言わずに、ことさらn u rを使ったのだろう力、。番匠备氏は「さ 

あ、それもよこして下さい I と訳しておられる力S'、実はこの nui■は、ため

要求文に用いられる心態詞nur
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らったり、違慮したりする相手に対する、そんな心配は御無用ですよ、ち 

っとも構わないんですよ、という話者のシグナルとして用いられているの 

である。これをどのような日本語にするかは訳者の腕前の見せどころであ 

ろう力S'、いずれにせよこのn u rは、d o chの場合のように「ぜひ私にもたせ 

てくれ」 という話し手の強い願いを表しているのではなく、「私がもって 

あげますから、遠慮なさるには及びませんよ」 という気持を相手に伝える 

ために選択された心態詞なのである。たとえば中に入ろうか入るまいか決 

心しかねてもじもじしている不時の訪問客に向かって「どうぞ御遠慮なく 

お入り下さい」 と勧める際の常套句であるK om m en Sie nur h e re in! や 

Komm nur r e in !も、まさにこれに類する使い方である。何度勧めても相手 

が依然としてぐずぐずしている場合なら、語気を強めてKommen Sie doch 

h e re in !とかKomm doch re in !のようにd o c hを使うだろうし、それでもまた 

相手が態度をはっきりさせなければ、 Kommen Sie doch endlich herein! や 

Komm doch endlich r e in !のようなもっと露骨な表現を選ぶかもしれない。 

それに反してn u rのほうは、極 端 に え ぱ む し ろ Kommen Sie ra/u’g herein! 

や Komm m/u’g r e in !に見られる ru h igのほうに近いと吾っていいたろう。 

構わないから遠慮しないで、という話し手の気持か前面に出ているのであ 

る。享実これと同じ文脈で、n u r と ru liigを組み合わせたKommen Sie nur 

ruhig here in !や Komm nur ruhig re in !などもごくふつうに用いられている。 

その実例を一つ挙げておこう。

(21) "Ich bin", sagte der Unscheinbare, „euer Capitaine, meine Kleinen. Seid 

ihr gut gereist? Ja?" Erstaunte Blicke, fragende, kreuzten sich. Wollte sich 

der Mann einen SpaB erlauben? Einen solchen Ton war man in der Legion 

nicht gewohnt. Als alle stumm blieben: ,,Ich mochte gem eine Antwort! Seid 

ihr gut gereist? Habt ihr eine Klage vorzubringen? Redet nur ruhig. Oder, 

wenn einer von euch nicht offentlich reden will, so mag er sich melden und 

nachher zu mir ins Biiro kommen. Ich bin da, um euch zu eurem Recht zu 

verhelfen. Nun, nochmals, seid ihr gut gereist?"

Zogerad, im Chor, die Antwort; "oui, mon capitaine."

(Friedrich Glauser, Gourrama, l.Teil, l.Kapiteり
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「私が」 とその見栄えのしない男は言った、 r おまえたちのI t 長だ。こ 

こへの旅は無ぎだったかね？ どうだったかね？」 驚いた眼差し、 

いぶかるような眼差しが交差した。この男、冗談を言おうとしている 

のだろうか？ このような口調には、外人部 I t の兵士たちは慣れては 

いなかった。誰一人としてロを開こうとしなかったとき、塚長は続け 

た、 rぜひ返事を聞かせてほしいな。旅は無享だったかな？ おまえ 

たち、苦情はないかな？ 言ってもかまわないんだぞ。それとも、皆 

の前では言いにくい者があれば、名乗り出て、あとで私のぎ薛所に来 

る力《いい。私がいるのは、おまえたちの権利を守ってやるためなんだ 

からな。さてと、もう.一度聞く力S'、旅は無享だったかな？」

ためらいがちに「はい、I t 長殿」 と兵士たちは一斉に返事をした。

( フリードリヒ，グラウザー、ゴウラマ、第 1 部、第 1 享）

それでは多かれ少なかれこれに近いニュアンスをもつn u rの用例を、な 

るべく多くお目にかけることにしよう。これらの実例を 一 （22) (50) 以外 

は下手な試訳で恐縮だが一訳文を参考にしながら繰り返し玩味していた 

だきたい。それらがけっして特殊な用例ではなく、1 8世紀から今日まで 

ごくふつうに使われてきたものであることカシ納得していただけることと 

思う。

(22)

Hofmeister. "Beruhigen Sie sich und vertrauen Sie uns alien, daB wir uns 

bessem, daB wir das mogliche tun wollen, Sie zu befriedigen."

Baronesse, "Keinesweges; es soil mir keiner von euch ein Vertrauen ab- 

locken, aber fordem will ich kiinftig von euch, befehlen will ich in meinem 

Hause/'

"Fordem Sie nur, befehlen Sie nurV  rief Karl, „und Sie sollen sich uber 

unsem Ungehorsam nicht zu beschweren haben."

(Goethe, Unterhaltungen deutscher Ausgewanderten)

家 庭教師「どうか落ち着いて、私ども全員を信頼して下さい。心を改 

めて，奥さまにご満足頂けるよう、出来るだけのことは致すつもり

要求文に用いられる心態詞nur
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ですから」

男 爵 夫 人 「いいえ、絶対に。あなたがたの誰一人として、私から信頼 

感を引きだすことは出来ません。今後は私があなたがたからいろい 

ろ要求し、私の家では命令権を行使するつもりです」

r どうぞご要求なさって下さい、 どうぞご命令なさってください！」

とカールが叫んだ。「私たちが不従順で、伯母さまが心を悩まさなけ

れぱならないようなことは、致しませんから」

(ゲーテ、ドイツ避難民閑話集、石井不二雄訳）

今後この家では私が主導権を握る、命令権を行使するという男爵夫人の 

言明に対して、そうしていただいて結構です、どうぞ御自由に、という力 

一ルの許容の気持が心態詞n u rに反映しているのである。

紙数の関係で、以下の例にいちいち注釈を加えることは差し控えるカシ 

先入観なしに読んでいただければ、いずれの用例にもn u rが多かれ少なか 

れ聞き手に对する話し手の許諾や励ましのシグナルとして用いられている 

ことカマ、はっきり読み取れるはずである。

(23)

Olmers stutzh als er hereintritt: Ich bitt um Vergebung, eine so schone 

Unterhaltung muB man nicht storen.

Sperling steht auf.

Sabine: Es hat nichts zu bedeuten. Kommen Sie nur naher.

Olmers bitter: Nichts zu bedeuten? Es mochte doch wohl Leute geben, denen 

ein solcher Anblick sehr bedeutend vorkame.

(August von Kotzebue, Die deutschen Kleinstadter, 2.Akt, lO.Szene)

オルマース（部屋に入ろうとして驚いて）これは失礼、せっかく楽し 

そうにお話をしておいでのところを、お邪魔をしてはいけません 

な。

シュペルリング（立ち上がる）

ザピーネ何でもありませんの。どうかお入りになって。

オルマース（不機嫌そうに）何でもないですって？ このような光景
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はきわめて意味深長だ、と考える人たちもいるのではないでしょう 

力、。

( アゥグスト，フォン . コッツェブー、 ドイツの小市民たち、第 2 幕、第 1 0場）

(24) „Redet nur frei heraus", fiigte sie hinzu, da der Jiingling, mit einem 

forschenden Seitenblick auf Nureddin, zogernd schwieg. "Was Ihr, mein 

edler Sanger, zu sagen haben konnt, kann dieser edle Held auch sonder alien 

Zweifel h5ren." Nun erzahlte Aleard ohne Hehl, wie er hierher gekommen 

sei, [...]

(Friedrich de la Motte Fouque, Der Zauberring, 3.Teil, 6.Kapitel)

若者がヌレディーンのほうを探るように横目で見ながら、ロを開くの 

を禱躇しているので、彼 女 は 「どうぞ御遠慮なくおっしゃってくださ 

いませ」 と言*い添えた。「高貴なる歌人よ、あなたのお話になりたい 

ことは、こちらの高貴な勇士のお耳に入れてもすこしもかまいません 

力、ら」。 そこでアレアルトは包み隠さずに話した。 g 分がここまで 

やって来た経緯や […]

( フリードリヒ，ドゥ . ラ ，モット，フケー、魔法の指輪、第 3 部、第 6 章）

(25) So kamen sie einmal des Abends vor ein Hauschen, welches einzeln 

stand; da klopften sie ans Fenster, und als gleich darauf eine alte Frau 

heraussah, fragten sie diese, ob sie hier nicht uber Nacht bleiben dtirften? Die 

Antwort war: „Meinetwegen, kommt nur herein!"

(Ludwig Bechstein, Der goldne Rehbock) 

そうして彼らはある晚のこと、とある-^軒家の前にやってきました。 

そこで彼らが慈をノックしますと、すぐに一人の老婆が顔を出しまし 

たので、ここで一夜を過ごさせてもらえないかと尋ねました。 r構わ 

ないよ、どうかお入り」 と老婆は答えました。

( ル ー トヴイヒ， ベ ヒシユ夕イン、金のノロジカ）

(26)

Johann bittend: Dann M tt‘ ich ein kleines Anliegen, Euer Gnaden.
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Goldfuchs: Nun, sag’s nur heraus!

Johann; Mein Vetter hat sich schon wieder hundert Gulden erspart, und da 

war' halt sein Anliegen, er mOcht’s halt gem anlegen bei Euer Gnaden. 

Goldfuchs: Gib her!

(Johann Nestroy, Zu ebener Erde und erster Stock, 2.Aufzug, S.Auftritt)

ヨハ ン （お願いの口調で）それでは一つちょっとしたお願いがござい 

ますのですが、旦那さま。

ゴルトフックスさあ、遠慮なく H ってごらん。

ヨハン私の螺がもうまた百グルデンを貯めましてね、そこで旦那さ 

まのところにお預けして運用していただきたいと、こう願っている 

のでございますが。

ゴルトフックスその金をよこしなさい。

( ヨハン，ネストロイ，一階と二階、第 2 幕、第 8 場）

(27) Als ich eingetreten war, standen alle auf. Mem Reisefreund gmg mir 

entgegen, nahm mich an der Hand, fuhrte mich zu der Frau und sagte, indem 

er meinen Namen nannte: ,,Diese ist meine vielgeliebte Gattin Viktoria, die 

mir schon durch eine Reihe von Jahren die Biirde des Lebens tragen hilft. 

Bleibe nur auf deinem Sitze, Viktoria, mein Freund soil nicht wie ein 

Fremder behandelt werden."

"Seid mir recht vielmal und aufrichtig in unserem Hause willkommen," sagte 

sie, "bleibt lange bei uns und seid wie ein Glied unserer Familie; denn Ihr 

seid einmal mit meinem Gatten sehr gut gewesen und das vergessen wir, 

wenigstens in unserer Familie, nie."

(Adalbert Stifter, Zwei Schwestem, Reisebesuch) 

私が部屋に入ると、そこにいた全員が立ち上がった。かつての旅の友 

力《私のところへ歩み寄り、私の手を取って彼の妻のところへ連れてゆ 

き、彼女に私の名前を告げてから、「これがヴィクトーリア、長年の 

あいだ私に連れ添い、人生の重荷をともに担ってくれている最愛の參 

です」 と紹介した。「坐ったままでいいんだよ、ヴィクトーリア。こ 

の友人を他人のように扱うつもりはないんだからね」
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「ほんとうによく来てくださいました」 と彼女は言った。「どうかいつ 

まででも、家族の一員のようなおつもりで、ここにいらっしてくださ 

い。むかし私の主人がたいへんお世話になったそうで、その御恩を忘 

れるようなことは、少なくとも私たちの家族のあいだでは、決してご 

ざいませんもの」

( アーダルペルト，シュテイフ夕一、二人の肺妹、旅の訪問）

(28) 一  Nach ein paar Stunden steckte Frau Christine ihr hiibsches Kopfchen 

durch die TUr. ,，Darf man eintreten?" frug sie.

„Komm nur!" erwiderte Herr Christian Albrecht von seinem Schreibstuhl 

aus. "Was hast du auf dem Herzen?"

(Theodor Storm, Die Sohne des Senators)

—— それから数時間後にクリステイーネがきしい颜をドアからのぞか 

せた。「入ってもいいかしら？」 と彼女は尋ねた。

「そうぞお入り」 とクリステイアン.アルブレヒトは彼の享務机の椅 

子から答えた。「何か話したいことでも？」

(テオドール，シュトルム、市参事 会̂員の息子たち）

(29) "Was gibt es, Egon?"

"Gablenz.. Er stockte.

,JVur heraus. Ich ahne."

"Hat sich erschossen. Eben hatten wir das Telegramm. Ich wollte nicht, daB 

dir unvorbereitet und inmitten deiner Gaste die Nachricht kSme."

(Theodor Fontane, Graf Petofy, 3.Kapiteり

「どうしたんだね、エーゴン？」

「ガープレンツが…」彼は口ごもった。

「さあ言いなさい。だいたい察しがついてるよ」

r学鏡で自殺を。たったいま電報が入りました。お客たちが来られた 

あとでいきなりこの知らせをお耳にいれたくはありませんでしたの 

で」

(テオドール，フォンターネ、ぺテーフイ伯爵、第 3 享）
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(30) ,,Die Platze scheinen nicht frei zu sein," sagte er jetzt mit einiger 

Befangenheit. ,'Vielleicht aber erlauben Sie, Fraulein, daB die Dame sich, nur 

bis Ihre Gesellschaft wiederkommt, hier ausruht."

,,0 bitte!" erwiderte die Fremde, indem sie ihre FiiBe rasch von dem einen 

Sessel zuriickzog und ihren Hut von dem anderen wegnahm. "Bedienen Sie 

sich nur dreist der Stiihle. Ich weiB gar nicht, ob sie iiberhaupt noch besetzt 

sind. Der eine war es keinenfalls."

(Paul Heyse, Zwei Gefangene)

「この席はふさがっているようですね」 と彼は、いくぶん当惑した様 

子でH った。「恐縮ですが、お連れの方が戻られるまでのあいだだけ 

で結構ですから、この御婦人がこの席で休息なさることをお許しいた 

だけないでしよう力、」

「どうぞ、どうぞ」 とその見知らぬ女性は答え、その椅子の一つから 

大急ぎで両足を引っ込め、もう一つの椅子から彼女の帽子をどけた。 

「この椅子、二つともどうか御遠慮なくお使いになって。 もともとま 

だふさがっているかどうかさえ、私は全總知らないのです。こちらの 

ほうの椅子は、初めからふさがっていませんでしたわ」

(パウル . ハイゼ、二人の囚人）

(31 )"Wunderbares Weib!" rief ich.

"Schweig, Sklave!" sie blickte plotzlich finster, ja wild und hieb mich mit der 

Peitsche, im nachsten Augenblicke schlang sie jedoch den Arm zartlich um 

meinen Nacken und biickte sich mitleidig zu mir. „Habe ich dir weh getan?" 

fragte sie halb verschamt, halb angstlich.

"Nein!" antwoitete ich, "und wenn es ware, mir sind Schmerzen, die du mir 

bereitest, ein GenuB. Peitsche nur, wenn es dir ein Vergniigen macht."

(Leopold Ritter von Sacher-Masoch, Venus im Pelz)

「すてきな女性だ」 と私は叫んだ。

「お黙り、奴 謙 ！」突然彼女は私を陰響な、いや凶暴な目付で目兒み付 

けると、鞭で打ちすえたが、しかし次の瞬間、腕を優しく私の首に卷
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き付け、気の毒そうに私の上に身をかがめた。 r痛かったかい？」 と 

彼女は、半ば恥ずかしげに、半ば不安げに尋ねた。

「いいえ」と私は答えた。「それにたとえそうだとしても、あなたが下 

さる苦痛は快楽なのです。どうか鞭でお打ちください。 もしそれがお 

楽しいのでしたら」

( レオポルト，リッ夕一 • フォン . ザッハー= マゾッホ、毛皮を着たヴィ一 

ナス）

(3 2 )，，Wollt Ihr Euch nicht mit dem Oberkorper auf das FloB legen? Da ruht 

Ihr aus und habt dann frische Kraft,"

,,Das ist richtig. Aber wird es Euch nicht zu schwer?"

,,Nein. Tut es nurV

Cutter folgte meinem Rat und […]

(Karl May, Old Surehand, l.Band, 2.Kapiteり 

「上半身を德の上に乗せたらどうです？ そのほうが楽だし、力を消 

耗せずにすむから」

「そうだね。でもあんたに重さがかかりすぎないかな？」

「いや、だいじょうぶ。そうなさいよ」

カッ夕一は私の助言に従った、そ し て […]

( カール • マイ、オールド，シュアハンド、第 1 巻、第 2 享）

(33) ,,Du, Bill?" fragte sie: ,,Bist du hier allein? Komm, gehen wir hinunter." 

Sie leg te  wiedeir ihren Arm um m eine S chulter und w ir g ingen die 

Lindenallee hinab. Ellita sprach leise und mit fliegendem Atem: „Warum 

gehst du von den anderen fort? Bist du traurig? Hat dir jemand etwas getan? 

Sag? Ist Gerda schlecht mit dir gewesen? Du liebst doch Gerda, nicht? Ja, 

lieb sie nur, es ist ja  gleich, was geschieht! Das kann dir keiner verbieten. 

Gerda wird wieder gut werden, das arme Kind."

Die leise, klagende Stimme riihrte mich, erfullte mich mit Mitleid mit mir 

selber. Die Tranen rollten mir uber die Wangen.

(Eduard von Keyserling, Schwule Tage)
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「ねえ、 ビル」 と彼女が尋ねた。「ひとりっぽっちでここにいるの？ 

下へ行きましょうよ」 彼女はまたぼくの肩に腕をのせ、ぼくたちは 

シナノキの並木道を下っていった。エリー夕は小声で息を弾ませなが 

ら話した。「どうしてほかの人たちと一緒にいないの？ 悲しいこと 

でもあるの？ 誰かに何かされたの？ どうなの？ ゲルダに意地悪 

されたの？ ゲルダか'好きなのよね、そうでしょう？ そうよ、それ 

でいいのよ。どうなろうと同じなんだわ。誰にもあなたにそれを禁じ 

るわけにはいかないしね。ゲルダだってまた機嫌を直すわよ、可哀想 

な子」

彼女の訴えるような小声がぱくの心をゆさぶり、ぽくの心をぼく自身 

に対する同情で満たした。涙がぼくの類を伝って流れた。

(エードゥアルト . フォン • カイザーリング、蒸し暑い日々）

(34)

Aiwa nocn hinter der spaniscnen Wana: Darf man eintreten?

Schon: Mein Sohn.

Lulu: Das ist ja  Herr Aiwa!

Goll: Kommen Sie nur ungeniert herein!

(Frank Wedekind, Erdgeist, l.Aufzug, S.Auftritt) 

アルヴァ（まだ屏風のかげで）入ってもかまいませんか？

シェーン息子か。

ル ー ル ア ル ヴ ァさんじゃないの！

ゴル遠慮せずに入ってきたまえ。

(フランク . ヴェーデキント，地霊、第 1 幕、第 3 場）

(35) [...] Er lachte und sagte wieder:

"Komm nur heraus, du, geniere dich nicht!"

"Ich bin aber noch nicht da", sagte Hans Castoip verdutzt und noch immer 

sitzend.

,,Doch, du bist da. Dies ist das Dorf. Zum Sanatorium ist es naher von hier. 

Ich habe ’nen Wagen mit. Gib mal deine Sachen her."
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(Thomas Mann, Der Zauberberg, l.Kapitel, Ankunft)

[…] 彼は笑いながら、またa った。

「さあ降りて来いよ、きみ、遠慮なんかしないで」

「でも、まだ降りる駅じゃないから」 とハンス，カストルプは、呆気 

にとられ、まだ座席に腰を下ろしたまま言った。

「いや、着いたんだよ。ここがその村さ。サナトリウムへはここから 

のほうが近いんだ。ぼくは享で来ているから。 きみの荷物をよこせ 

ょ」

( トーマス• マン，魔の山、第 1章、到着）

(36) Aoer Paul, kannst doch den Herm nicht so aufm Komdor stehen lassen, 

treten Sie nur naher, Herr, legen Sie doch die Miitze ab.

(Alfred Doblin, Berlin Alexanderplatz, 4,Buch)

でもパウル、そのお方を廊下なんかでお待たせしてはだめじゃない力、、 

さあ、あなた、どうぞこちらへ、帽子をお脱ぎになって。

(アルフレート• デプリーン、ペルリンのアレクサンダー広場、第 4 享）

(37) Es war halb sechs. Rene stieg in ’s zweite Stockwerk hinauf. Zunachst 

klingelte er Grete Siebenschein an. Sie selbst war es, die sich am Apparat 

meldete. Sie war frohlich, ihre Stimme sehr warm. "Ja, ja, komm' nur, ich 

bleib’ daheim."

(Heimito von Doderer, Die Damonen, 2.Teil, S.Kapitel)

5 時半だった。ルネは 3 階へ上がっていった。まず最初にグレーテ . 

ズイーペンシャインに電話をかけた。電話に出たのは彼女自身だった。 

彼女は陽気で、声も温かだった。「ええ、ええ、いらっしゃいよ、私 

はずっと家にいるから」

(ハイミート，フォン . ドーデラー、悪霊、第 2 部、第 5 享）

(38) Sie lud mich dringlich ein, an ihren Dienstagnachm ittagstees teil- 

zunehmen. "Komm du nur, so oft du kannst, lieber Edmond", sagte sie und 

blickte mich mit ihren liebevollen und spottischen Augen an: "halte die
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Ohren offen, du wirst eine ganze Menge Amiisantes zu horen bekommen. Ein 

junger Mann von Welt soil sich beizeiten ins groBe Leben schicken."

(Joachim Maas, Schwierige Jugend, 2.Kapitd) 

彼女は、火曜日午後の彼女のお茶の会にぜひ参加するようにと、ぼく 

を招いてくれた。「来られるときはいつもいらっしゃいな、エドモン 

ド」 と彼女は言い、愛情に満ちた、 しかしひやかすような目っきでぼ 

くを見た。 r耳をすませて聞くのよ、面白い話がたくさん聞けるはず 

だから。世慣れた若者になろうと思ったら、なるべく早く上流社会の 

生活にも慣れておかないとね」

( ヨアヒム . マース、困難な青春、第 2 享）

(39) Es war dunkel, als ich vor Preirrers Haus stand. Ich klopfte. Ein Laden 

sprang auf. Pfeiffers haBlicher Kopf erschien.

,,Ach, du bist’s? Ich mache gleich auf..." Kurz darauf horte ich Schritte im 

Hof. Als ich Pfeiffer begriifite, bemerkte ich, daB er sehr bleich war. „Komm 

nur herein", sagte er.

"Was ist los, Pfeiffer!"

,,Ach, es ist nur wegen der Mutter -  sie stirbt..

(Ernst Glaeser, Jahrgang 1902’ 2.Buch, Pfeiffer)

ぼくがプファイファ一の家の前に立ったとき、あたりはもう暗かった。 

ぼくはノックをした。よろい戸が一枚開かれ、プファイファーの醜い 

頭が現れた。

「ああ、きみか。いますぐ開けるから…」 そのすぐあとで庭に足音 

が聞こえた。プファイファーに挨接したとき、彼がひどく言い顏をし 

ていることに気づいた。 r さあ、入れよ」 と彼が言った。

「何かあったのかい、 プファイファー？」

「いや、おふくろのことだけさ。いま死にかけてるんでね…」

(エルンスト • グレーザー、1902年生まれ、第 2 部、プファイファー）

(40) Sie waren schon durch das untere Gatter, da sagte aur dem Weg Aniela 

plotzlich und leichthin: Ach warte doch oder geh voraus. Ich habe etwas
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要求文に用いられる心態詞nur 

vergessen. '

Vergessen? Dann sag’s. Ich hole es dir.

Nein, nein, du verstehst es nicht:. Geh nur nach unten.

Sie sprang leicht hinauf und verschwand im Griinen.

(Gerd Gaiser, Aniela)

彼らがすでに下の垣根のところまで来ていたとき、アニエーラが突然 

何気ない調子で言った。ちょっと待っててくれない、いやそれより先 

に行っててよ。忘れ物をしたから。

忘れ物？ じゃあ何を忘れたか言ってくれよ。ぼくが取ってくるか

ゥ0

いや、だめ、あなたじゃ分からないわ。構わず下へ降りて行って。 

彼女は軽やかにぴょんぴょんと道を登って行き、緑のなかに姿を消し 

た。

(ゲルト . ガイザー、アニエーラ）

(41) "Wohin fliegen Sie?" fragte der Oberstleutnant.

„Zunachst nach Rostow, Herr Oberstleutnant/'

"Unddann?"

Der Pilot zogerte. Das Ziel war offenkundig Dienstgeheimnis.

"Lassen Sie nur" 一  sagte der Oberstleutnant sogleich, um den Piloten nicht in 

Versuchung zu fiihren, und fiigte hinzu, dies aber in einem ganz leichten Ton 

gesprochen: „Haben Sie Schokolade bei sich?"

Der Pilot sah einen Augenblick unsicher drein; was sollte die Frage?

Da griff der Oberstleutnant in seinen Waffenrock, zog zwei Tafeln Scho­

kolade heraus und gab sie dem Piloten. ,,Hals- und Beinbmch", sagte er dann 

und reichte ihm die Hand.

(Albrecht Goes, Unruhige Nacht, lO.Kapitd)

r きみの行き先は？」 と中佐が尋ねた。 

r さしあたりロストフであります、中佐殿」 

r そのあとは？」

操縦士は返享をためらった。行く先はどうやら職務上の秘密らしかつ
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た。

「言わなくてもいい」 操縦士を秘密を漏らす誘惑に陥らせないため 

に中佐はすぐに言い、今度は打って変わってごく軽い調子で言った。 

「ところでチヨコレートはもってるかね？」

操縦士はその質問の意味を測りかねて、一瞬とまどったような目つき 

をした。

すると中佐は、軍服の上着のポケツトから板チョコを2 枚取り出して、 

操縦士に渡した。「無享を祈るよ」 と彼は言い、操縦士の手を握った。

(アルプレヒト，ゲース、安らぎなき一夜、第 10享）

(42) Aber ich erzahle Dummheiten, und Sie lachen mich aus, nicht 

wahr?"

"Nein, ich lache nicht."

"Zwei Jahre lang.. . langweile ich Sie auch nicht?"

„Erzahlen Sie nurl “

„Zwei Jahre lebte er ganz bei mir. Wissen Sie, wie es in einer kleinen Stadt 

zugeht? Den Aufruhr konnen Sie sich denken. Es war zuerst nicht leicht. Die 

Kundschaft blieb aus, und wir durften uns kaum auf der StraBe blicken 

lassen. Aber dann gewohnten sie sich daran, und sie kamen alle wieder, weil 

ich eben die beste Schneiderin bin in der Stadt. Aber Fraulein../'

Sie brach betroffen ab, denn Daniela hatte gegahnt. „Mein Gott, Sie sind 

miide."

"Ein wenig. Aber erzahlen Sie nur w eiter."

(Luise Rinser, Daniela)

「[ …] でもわたし、馬鹿なことばかり言ってるわ、わたしのこと笑っ 

てらっしゃるでしよう？」

「いや、笑ってなんかいませんよ」

「2 年のあいだ… わたしの話、ほんとうに退屈じゃありません？」

「どうか続けてください」

「2 年間あの人は、ずっとわたしのところに住んでたんです。小さな 

町ってどんなものか御存知？ 大変な騒ぎでしたわ。 初めのうちは
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楽ではありませんでした。お客も全然来なくなってしまってね、私た 

ち、町中に姿を見せることもほとんどできなかったんです。でもそれ 

から段々にそれが当たり前みたいになっちゃってね、みんなまた来て 

くれるようになりましたわ。わたしの仕立てが町でいちばん上手だっ 

たもんでね。でもあなた…」

彼女は狼狠して突然話を中断した。 ダニエーラがあくびをしたからだ 

った。「まあ、あなた、お眠いのね」

「ちょっとだけ。でもどうぞお続けになって」

(ルイーゼ • リンザー、ダニエーラ）

(43) .,] Mir ist zu heiB. Ich ziehe mir etwas anderes an. Darf ich?"

"Aber ja", sagte Wedelmann unruhig. "Tim Sie das nur.''

(Hans Helmut Kirst, 08/15 in der Kaseme)

「[ …] 暑いんでね。別の服に着替えようと思うんだが。構いません 

か ？」

「いいですとも」 とヴエーデルマンは蒸ち着かない様子で言った。「ど 

うぞ御遠慮なく」

(ハンス，ヘルム一ト，キルスト、兵営での 08 /1 5 )

(44) [...] Die Mutter sprang sofort auf, wenn er hustete, und kam an sein 

Bett. Sie legte die Hand auf seine Stirn, ktifite ihn auf die Wange und fragte 

leise : "Dir fehlt doch nichts, mein Kleiner?"

„Nein, nein", sagte er dann, ohne die Augen aufzumachen.

"Ich mach’ sofort das Licht aus."

„Nein, lies nur weiter."

„Dir fehlt wirklich nichts? Fieber scheinst du nicht zu haben."

"Nein, mir fehlt nichts. Wirklich nichts."

(Heinrich Boll, Haus ohne H iiter,1.Kapitel)

彼が咳をするたびに、母親は急いで立ち上がり、彼のぺッドのところ 

へやって来た。彼の額に手を当て、彼の頓にロづけをし、それから小 

声で尋ねた。

要求文に用いられる心態詞nur
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「どこもわるくないんだよね、おまえ？」

「ないよ、ないよ」 と彼は目をつぶったまま言った。

「いますぐ明かりを消すからね」

「いいよ、本を読んでいてもかまわないよ」

「ほんとうにどこもわるくないんだね？ 熱もないらしいし」

「だいじょうぶ、どこもなんともないよ。ほんとうだよ」

(ハインリヒ，ペル、保護者なき家、第 1 章）

(45) Aus dem Schallplattenverzeichnis suchte ich mir eine verschollene 

Kammermusik von Scarlatti aus, meine blonde Nymphe legte die Platte auf, 

und ich machte es mir mit meinem Tee gemiitlich. Als mir dann etwas einfiel, 

holte ich mein Heft hervor und fing an, zu schreiben.

„Schreibst ja doch!"

Da war der Junge wieder. Ein Auftritt wie beim Zauberkiinstler, die Hexerei 

aus dem  sch ieren  N ich ts. E r ha tte  je tz t  eine C ordhose an und eine 

iiberraschend  flo tte  S trick jacke  aus Schafw olle . E r ze ig te  auf den 

Kandiszucker.

„Schenkste mir den?"

"Tiirlich. Nimm nur. Auch Tee?"

Er wollte keinen Tee, nur den Zucker. Er zerbiB ihn krachend in die Musik 

hinein. Mir lief es bei diesem Gerausch den Riicken hinauf.

(Jens Rehn, Der Zuckeifresser)

レコ一ドの目録からぼくは參しいスカルラツチイの室内楽曲を揉し出 

し、ぼくがプロンドの水の精と名付ける女店員がそのレコ一ドをかけ、 

そしてぼくは紅茶を飲みながらくつろいでいた。やがて何か思い付き 

が浮かんだので、ノートを取り出して言き始めた。

「やっぱり言いてるじゃん」

例の少年がまたそこに来ていた。手品を使ってまったくの無から品物 

を取り出す奇術師に見られるような、鮮やかな登場ぶりだった。きょ 

うの彼は、コールテンのズボンを穿き、羊毛の毛糸で編んだ予想外に 

しゃれたカーデイガンを着ていた。彼は水砂糖を指さした。



「これもらっていい？」

「もちろんいいさ。さあとれよ。紅茶も飲むかい？」

彼は紅茶ではなく、砂糖だけを欲しがった。彼が水®4唐をP歯み割る音 

が、力リッと音楽の中に響いた。この音を聞いて、ぼくは背中がぞく 

っとした。

(イエンス . レーン、水砂糖を食べる少年）

(46) „GrU6 Gott", sagte der Kommissar, ,,ich mochte zu Professor Locher." 

"Sind Sie angemeldet?" fragte die Schwester.

"Ich werde erwartet."

„Gehen Sie nur in den Salon", sagte die Schwester und wies auf eine 

Flugeltiire, "man wird kom men."し..]

(Friedrich Diirrenmatt, Das Versprechen)

「こんにちは」 と警部は言った、「ロッハー教授のところへ行きたいの 

ですが」

「お約束は？」 と看護婦が尋ねた。

「私が来ることは御存知です」

「そこのサロンへお入りください」看護婦はそう言うと、両開きのド 

アを指さした。「誰か来るでしょうから」 […]

( フ リ ー ド リ ヒ . デュレンマット、約束)

(47) Nun war es wieder das Teleron, das lautete. Die Frau liei nin und sagte 

sofort: „Sie sind es, nicht wahr? 一  Ihre Stimme ist so nahe. Sie sind in der 

Telefonzelle an der Ecke, ich hore es!"

Die Tiirklingel schlug an, so kurz, als sei drauBen ein Bekannter. Die Frau 

bedeutete den andem mit dem Kopf, aufzumachen, wahrend sie am Telefon 

weiterredete: "Nein, ich bin nicht allein. Sie horen es ja. Aber kommen Sie 

nur. Kommen Sie!*'

(Peter Handke, Die linkshandige Frau)

いま鳴ったペルは、またしてもあの電話器だった。女はそこへ走って 

ゆき、すぐさま言'つた。「あなたですね、そうでしょう？—— あなた

要求文に用いられる心態詞nur
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のお声、とても近くに聞こえますわ。かどの公衆電話からですね、聞 

けば分かりますわ」

ドアのペルが鳴った、 ドアの外にいるのが知人であるかのようにごく 

短く。女は、 ドアを開けるように他の人たちに頭で合図しながら、電 

話の会話を続けた。「いえ、私は一人じゃありません、い ま （受話器 

を通して）お聞きになったとおりですよ。でもどうぞお出で下さレ、、 

どうぞ」

(ペー夕一，ハントケ、左利きの女）

(48) Von den Zigeunem weg lief ich zu Elske. Ihre Schwester offnete mir die 

Tur.

"Sie ist in ihrem Zimmer. Geh nur rein '\ sagte sie.

(Christoph Hein, Horns Ende, S.Kapitel, Thomas)

ジプシーたちのところから、ぼくはエルスケの家へ行った。彼女の肺 

がドアを開けてくれた。

「妹は部屋にいるよ。入っておゆき」 と彼女はH った。

(クリストフ，ハイン、ホルンの最後、第 3 享、 トーマス）

(49) Die Schachtel, die sie herauszog, erkannte ich sofort wieder, sie war 

noch die gleiche wie in m einer K indheit, m it einem  schw arz-weifien 

Katzchen auf gelbem Untergrund.

Sie offnete sie umstandlich und bot mir eine Katzenzunge an.

Ich zieite mich.

Nehmen :^ie nur, nehmen Sie nur, drangte sie mich, ich habe ja  sonst 

niemanden, der mit mir siindigt.

(Doris Dome, Das Reich der Sinne)

彼女が取り出した箱に見觉えがあることに、私はすぐに気がついた。 

その箱は、いまでも私の子供のころと同じ意匠で、黄色の地に黒白の 

子猫が描かれていた。

彼女は手間をかけて箱を開けると、猫の舌2〉を一枚私にすすめた。

私は遠慮した。



要求文に用いられる心態詞nur 

おとりなさいな、おとりなさいな、彼女はせがむように催促した、あ 

なた以外には、私のこの悪癖の楽しみをともにしてくれる人なんて、 

ほかに誰もいないんですもの。

( ドーリス，デリエ、官能の領域）

何度も述べてきたように、要求文に用いられるn u rは、d o c hや j a とは 

違って、それぞれの文脈に応じて話し手のさまざまな心理状態を聞き手に 

伝えることのできる特殊な心態詞である。上に紹介したいくつかの使い方 

は、その一部にすぎず、紙数の関係でそれらすべてを論じるゆとりがない 

のが残念であるが、最後にもう一つだけ—— これも d o c hや j a には見られ

ない現象なのだが Nur r u h ig ! (落ち着いて）、Nur ohne S o r g e !(心配す

るな）、Nur M u t ! (勇気をだして）、Nur au fp assen !(気を忖けて）、Nur nicht 

iiberstiirzen!(あわてるな）など、完全な文の形を取らない簡潔な要求文に 

用いられることが多いことを指摘しておきたい。 1 8世紀から今日まで、 

その具体例は枚挙にいとまがない力す、最後にそのいくつかを掲げて本稿を 

終えることにする。

(50) ,,Ich will Ihnen recht gern diese gastliche Gefalligkeit erzeigen," 

versetzte Eduard; „nur sind die drei Frauenzimmer driiben zusammen auf 

dem Fliigel.W er weiB, ob wir sie nicht noch beieinander finden, oder was wir 

sonst fiir Handel anrichten, die irgendein Wunderliches Ansehn gewinnen."

ohne Sorge!" sagte der Graf; ,,die Baronesse erwartet mich. Sie ist um 

diese Zeit gewifi auf ihrem Zimmer und allein."

(Goethe, Die Wahlverwandtschaften, l.Teil, ll.K apiteり 

rお客様であるあなたにはぎんでそうして差しあげたいところですが」 

とエドゥアルトが答えた。「ただ一つ心配なのは、御婦人連は三人い 

っしよにあちらの翼にいるという点です。まだみなで話しこんでいる 

かも知れませんし、仮にそうでないとしても、 とんだ騒ぎになって、 

私たちの立場が妙なものにならないとも限りません」 

r心配は御無用だよ」 と伯爵はS った。「男爵夫人はぼくを待っている 

んだから。この時間には、確実に自斤の部屋に戻って一人っきりのは



ずだ」

(ゲーテ、親和力、第 1部、第 11享、濱川祥枝訳）

(51) „[...] Ja nur heraus mit dem verruchten Zettel, den du da vorhm vor mir 

versteckt hast! Was hast du wieder angezettelt? Von wem ist der Wisch, und 

an wen ist er?"

(Joseph von Eichendorff, Aus dem Leben eines Taugenichts, 8.Kapitel)

「[ …] さあ、きみがさっきぼくに隠した不時な紙切れを、ここへ出し 

たまえ。きみは何をまたたくらんだのだ？ あの手紙は誰から来たん 

だ？ 誰に宛てたものなんだ？」

(ヨーゼフ，フォン• アイヒエンドルフ、あるのらくら者の生活から、第8 享）

(52) Und ich liebe sie, viel, viel mehr, als ich geglaubt habe, viel, viel 

mehr, als ich je geglaubt hatte, dafi ich lieben konnte. Mut, Melanie, nur Mut. 

Es werden schwere Tage kommen, und ich sehe sie schon zu deinen Haupten 

stehen. Aber mir ist auch, als klar es sich dahinter. O, nur Mut, Mut!"

(Theodor Fontane, L’Adultera, 14.Kapitel) 

「[…] そしてぼくは彼女を愛しているんだ、ぼくが思っていたよりも 

ずっとずっと、ぼくがこれまで人を愛せると思っていたよりもずっと 

ずっと。勇気だよ、メラーニエ、勇気をもつんだ。これから困難な 

日々がやってくるだろうよ。 もうそれがきみの頭上に迫っているのが 

見えるようだ。でもぼくには、その背後がふたたび明るくなっていく 

のが見えるような気がする。勇気をもつんだ、勇気をJ

(テオドール，フォン夕ーネ、不貞の妻、第 14享）

(53)

Major ruft: Das Neueste! Das Neueste!

Biirgermeister: Steht was im Wochenblatt?

Major; Und wie!

Biirgermeister nervds: Gib her!

Major: Nur Zeit lassen! Das mu6 ich verlesen. Da schau her! Fett gedruckt:
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"Ein deutscher Mann!" Das bist du!

(Ludwig Thoma, Die Lokalbahn, 2.Akt, S.Szene)

少 佐 （大声で）最新のニュース！最新のニュース！

市長週間新聞に何か載ってるのかね？

少佐載ってるなんてもんじゃないよ。 ，

市 長 （神経質になって）見せろよ！

少佐そう慌てなさんな！これは読んでやらなきゃな。ほら、見てみ 

ろ ！太い活字でさ、「まさにドイツ的な男」だとさ。おまえのこと 

だぞ ！

(ルートヴィヒ . トーマ、ローカル鉄道、第 2 幕、第 8 場）

(54) "So red doch schon!"

„Nanana, nur nicht gar so ungeduldig! Ich red ja schon!

(Odon von Horvat, Ein Kind unserer Zeit, Anna, die Soldatenbraut)

「早く言えったら！」

「まあまあまあ、そんなにじれるなよ。いますぐ言うから」

(エデン . フォン，ホルヴァート、現代の子、兵士のいいなづけアンナ）

Mein Gott, durchfuhr es mich, " " r  jetzt keinen Fehler machen! Wie heiBt der 

Junge doch gleich? Irgendein kurzer Name, Kurt oder Fritz. Nein, das stimmt 

nicht. Aber man hat es m ir doch geschrieben. W ie konnte ich es nur 

vergessen?[…]

(Hans Erich Nossack, Der jungere Bruder, l.Kapiteり

さあ困った、という思いが身内を走った、いまや失敗は許されないぞ。 

この男の子の名前はなんといったけ？ とにかく短い名前だったよ 

な、クルトとかフリッツと力、。いや、そうじゃない。でもぼくがもらった 

手紙には言いてあったはずなのに。どうして忘れちまったんだ？ […]
(ハンス，エーリヒ，ノサック、弟、第 1 享）

要求文に用いられる心態詞nur
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注

1) これら心態詞の組み合わせについては、日本ゲーテ協会編『ゲーテ年鑑』第 

4 2卷所載の拙論「ゲーテ時代の心態詞」を參照のこと。

2 ) 猫の舌の形をした薄い板チョコ。

(慶應義塾大学名誉教授)
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